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埼玉医科大学病院　呼吸器内科

永田　真

　埼玉医科大学病院呼吸器内科の現在の研究室の歴史は，
1988 年に東京大学物療内科から本学の旧第二内科に着任さ
れた坂本芳雄先生によって実質的に幕を開けたといってよ
い．本学卒業生（6 回生）で当時大学院を卒業したばかり
であった筆者は，生体から各種の細胞を取り出して，免疫
学的実験手法を武器に疾患にアプローチする lung cell soci-
ology の研究手法に目を見張ったものである．以降，卒業
生を中心に，教室員が東京大学（旧物療内科）や獨協医科
大学（旧アレルギー内科）などの国内他施設，また米国
ウィスコンシン大学あるいはメイヨ・クリニック医科大学
などに留学して持ち帰った実験手法，とくに当科の伝家の
宝刀である好酸球研究，ならびにアレルゲン免疫療法の研
究を中心に，現在も気管支喘息あるいは好酸球性肺炎など
の免疫・アレルギー学的疾患の基礎的あるいは臨床的研究
プロジェクトが広く展開されている．また後述するが近年
は仲村秀俊教授（慶應義塾大学出身）を中心とした COPD

（慢性閉塞性肺疾患）の多角的臨床研究，そして睡眠時無呼
吸症候群の臨床的研究がもうひとつの大きな柱となってい
る．これらのことから現在の呼吸器内科の研究は臨床研究
が占める部分が非常に大きくなっており，外来あるいは病
棟や，臨床検査室の場などが当科の重要な“研究室”でも
あるといってもよい．
　免疫・アレルギー分野の in vitro での基礎的研究では，ア
レルギー疾患の重要なエフェクター細胞である好酸球の組
織浸潤・活性化機構の解明を伝統的に行ってきた．またマ
ウスの系での実験的気道炎症モデルをもちいて抑制性サイ
トカインや各種の化合物などの効果の検証を行っている．
臨床的研究の基軸のひとつとして，気管支喘息患者さんか
ら誘発喀痰や呼気凝縮液（EBC）を採取し，細胞分画や各
種のサイトカイン・ケモカイン，また各種炎症性メディ
エーターを測定し気道炎症病態の解析を行ってきた．特に
重症喘息に着目し，Type2 炎症と非 Typs2 炎症の違いによ
る臨床病型に関して検討を行ってきている．そのなかで近
年は特に，いわゆる Danger signal の一種である ATP の気

道由来サンプル中濃度と，喀痰中炎症細胞や炎症性メディ
エーターとの関連性，呼吸機能への影響等の検討を行って
いる．また EBC を用いて，脂質メディエーター，例えばマ
スト細胞由来の PGD2 が重症喘息気道では増加しており，
これが呼吸機能低下に関連することなどを明らかとしてい
る．アトピー型喘息に対するアレルゲン免疫療法について，
バイオマーカーとしての各種サイトカイン・ケモカインま
たⅠ型アレルギーの阻止活性を有する特異的 IgG4 産生能
などを検討している．現在の当科は，我が国の代表的なア
レルギー研究の場のひとつといっても支障がないとおもわ
れる．国際的トップランクの医学雑誌をふくめ論文業績を
この領域におくりだしてきており，日本アレルギー学会の
関東支部，そして日本の好酸球研究会の事務局をつとめて
いる．筆者は 2021 年 10 月に横浜で開催される日本アレル
ギー学会学術大会会長を担当させていただく予定である．
　当研究室のもうひとつの重要な柱は，前述したように仲
村秀俊教授を中心とした COPD の多角的研究，また睡眠時
無呼吸症候群の臨床的研究である．COPD の急性増悪はそ
の予後に影響を及ぼす臨床的に重要な病態である．仲村教
授たちはその急性増悪に影響を与える因子の研究として，
安定期の下気道の定着菌と増悪期の起因菌を半定量的 PCR
法により検出する検討を行ってきた．次に，慶應大学ス
ポーツ医学研究センターとの共同研究として，COPD 患者
のエネルギー消費と身体活動量との関連性について，二重
標識水法を用いての臨床的検討を行い，有意義な新知見を
集積しつつある．また本学リハビリテーション科と共同し
て，6 分間歩行試験を用いた臨床研究，さらにエルゴメー
タを用いた心肺運動負荷試験も行っており，後述の非接触
呼吸モニタリング装置での運動機能評価と運動療法の確
立・普及など，高い臨床的意義をもたらす方向性を目指し
ている．最近仲村教授たちは COPD 患者の血清および喀痰
上清を採取し，病態と関連するバイオマーカーの研究を開
始している．新規バイオマーカー候補として，慶應大学の
コホート研究から得られた因子について検討中である．さ
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らにまた最近，COPD 患者の安静時および運動中呼吸運動
の画像解析の研究を行っている．安静呼吸は FG センサー

（イデアクエストイノベーション社），運動中の呼吸は
Kinect センサー（千歳科学技術大学との共同研究）を用い
て解析が可能であることを見出し，これらの手法は上記の
研究に活用されはじめている．もう一点，睡眠時無呼吸症
候群（Sleep apnea syndrome, SAS）に関する研究として，
患者の CPAP 療法のアドヒアランスに関連する因子の研究
を過去 10 年以上にわたるポリソムノグラフィーと臨床デー
タを用いて解析をすすめている．さらに保健医療学部との
共同研究で 3D プリンターを用いた下顎形状解析による
SAS 診断の可能性について研究を継続している．
　当科研究室のひとつの特徴は，多くの研究組織の流れが
複合的に入り込んだ“多民族国家”を形成していることで
ある．教室員の出身校・出身医局も多岐にわたるとともに，
例えば in vitro での好酸球研究では当大学病院の小児科や
総合診療内科の大学院生をおあずかりし，また東京大学，
東京慈恵会医科大学，山梨大学などから編入大学院生など
のかたちで国内留学を受け入れ，多くの論文業績をあげて
きている．当科の研究室は限りなく開放的であって，そし
て本学の資産として学内外の研究者の育成に役立ってほし
いと願うものである．今後も埼玉医科大学における臨床系
教室のなかで，本学の掲げるリサーチマインドの涵養をよ
り一層牽引していく存在であるよう，さらなる努力と前進
を続けてまいりたいと考える．
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